工事に伴う防火安全計画届出書

	                                               　                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　下呂市消防本部　　　
              消防署長 様
                                　　   　防火管理者
                                    　　 　住　所                                           

                                     　　　氏　名                                   　   

                                         
                                           　　
     　　　　別紙のとおり、防火安全計画書を作成したので提出します。


	管理権原者の氏名
（法人に場合は、名称及び代表者氏名）
	

	

	下呂市

	工事概要
工事箇所
工事期間
等
	



着工予定日　　年　　月　　日～工事完了予定日　　年　　月　　日

	設計者名
	住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　
担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
施工業者名
	住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　
担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　
担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	※　 受　　　付　　　欄
	※ 　　  経　　　　　過　　　　　欄

	
	


  備考  ※印の欄は、記入しないこと。




	防火安全計画書（工事計画書）

	１．工事計画概要

	(1) 工事名称
	

	(2) 工事場所
	

	(3) 工事種別
	

	(4) 建物概要
	ｲ.用　　途
	
	ﾛ.構　　造
	

	
	ﾊ.高　　さ
	・軒の高さ　　　　　　ｍ・最高の高さ　　　　　　ｍ

	
	ﾆ.階　　数
	地上　　　　階・地下　　　　階・塔屋　　　　階

	
	ﾎ.建築面積
	㎡
	ﾍ.延べ面積
	㎡

	(5) 昇降機・建築設備又は工作物の概要
	

	２．仮使用部分

	(1) 仮使用部分
	別紙図面に黄緑色で表示

	(2) 用途
	
	(3) 申請面積
	概ね　　　　㎡

	（注意）








	３．基本的な施工計画

	(1) 工事施工手順の概要（概念図）
	

	

	

	

	

	

	

	

	(2) 工事区画の位置及び構造
	別添図面に（工事区画の位置は赤線で）表示

	(3) 工事工程
	別添工事工程表に表示

	
	

	(4) 工事用資材等の搬出及びその管理方法
	

	









	４．工事により機能の確保に支障を生じる消防用設備等・避難施設等、その他の安全施設及びその代替措置等

	
	種類
	箇所
	工事期間及び時間
	代替措置の概要
	管理方法

	① 消
防
用
設
備
等


避
難
施
設
等

	ｲ.廊下等の避難通路
	
	
	
	

	
	ﾛ.直通階段等
	
	
	
	

	
	ﾊ. スプリンクラー設備
	
	
	
	

	
	ﾆ. 屋内消火栓設備
	
	
	
	

	
	ﾎ.自動火災報知設備 　
非常警報設備

	
	
	
	

	
	ﾍ.誘導灯
	
	
	
	

	
	ﾄ.消火器
	
	
	
	

	
	ﾁ.防火区画
	
	
	
	

	
②
そ
の
他
の
安
全
施
設
等

	ｲ.消防用設備等
（(1)に含まれるものを除く）
	
	
	
	

	
	ﾛ.非常用の進入口
	
	
	
	

	
	ﾊ.その他
	
	
	
	



	５．出火危険防止（火災発生の恐れのあるものに限る。）

	
	種類
	集積又は設置方法
	管理の方法

	①
火
気
使
用
機
材
等

	
	
	

	② 危
険
物
等

	ｲ.危険物
	
	

	
	ﾛ.可燃性工事用資材
	
	

	③機械器具等
	
	
	



	６．防火管理体制

	①
火
災
予
防
対
策
※
喫
煙
管
理
含
む


	ｲ.工事部分の対策及び組織
（工事部分の区画等含む）
	[bookmark: _GoBack]
	(2) 災害発生時の対策及び自衛消防組織
（緊急時の連絡網含む）

※　別紙に添付でも可
	

	
	ﾛ.使用部分の対策及び組織
	
	
	

	(3) 使用部分と工事部分の相互の連絡体制
	

	(4) 教育・訓練の実施状況
	





　　　　　　　　　　　　　　　　　　※記入例
	３．基本的な施工計画

	(1) 工事施工手順の概要（概念図）
	

	改装部分設計終了
　　　　
消防機関との打ち合わせ
[image: ]
防火安全計画書提出
[image: ]
改装部分取り壊し
[image: ]
　　消防用設備等代替え措置（ＳＰ設備の場合中間検査実施）
[image: ]
　　改装工事終了
[image: ]
　　消防用設備等完成検査


	

	

	

	

	

	

	(2) 工事区画の位置及び構造
	別添図面に（工事区画の位置は赤線で）表示

	(3) 工事工程
	別添工事工程表に表示

	
	

	(4) 工事用資材等の搬出及びその管理方法
	

	・仮使用部分への工事用資材等の持ち込みは行いません。










	４．工事により機能の確保に支障を生じる消防用設備等・避難施設等、その他の安全施設及びその代替措置等

	
	種類
	箇所
	工事期間及び時間
	代替措置の概要
	管理方法

	① 消
防
用
設
備
等


避
難
施
設
等

	ｲ.廊下等の避難通路
	・○階　○側廊下閉鎖
	○○月○○日
　　　　～　○○月○○日
	・迂回路を仮設します。又は
　区画で閉鎖し、使用禁止とします。
	・施工責任者が区画を行い、立入禁止区域として管理します。

	
	ﾛ.直通階段等
	・影響無し
	
	
	・建築資材・建築機材等を置かないよう管理します。


	
	ﾊ. スプリンクラー設備
	・○階○○部分の警戒区域が未警戒となります。
	○○月○○日
　　　　～　○○月○○日
	・直近に隣接警戒区域の補助散水栓あり（別添図面参照）
・消火器を増設します。
	・未警戒期間が最短となるよう努めます。


	
	ﾆ. 屋内消火栓設備
	・未設置
	○○月○○日
　　　　～　○○月○○日
	
	

	
	ﾎ.自動火災報知設備 　
非常警報設備

	・○階○○部分の警戒区域が未警戒となります
	
	・緊急連絡網を施工者に徹底し
　ます。
	・施工責任者が緊急連絡体制の
変更・不備について点検管理します。


	
	ﾍ.誘導灯
	・○階　○側廊下閉鎖のため
　移設し避難路を確保します。


	○○月○○日
　　　　～　○○月○○日
	・誘導灯を移設し避難路を確保します。（別紙図面参照）

	・確保した避難路に障害物品を置かないよう管理します。

	
	ﾄ.消火器
	・影響無し

	
	
	

	
	ﾁ.防火区画
	・区画変更無し
	
	
	

	
②
そ
の
他
の
安
全
施
設
等

	ｲ.消防用設備等
（(1)に含まれるものを除く）
	・該当無し
	
	
	

	
	ﾛ.非常用の進入口
	・○階○○箇所の閉鎖
	○○月○○日
　　　　～　○○月○○日

	・最寄りの消防署へ連絡済み。
	・未警戒期間が最短となるよう努めます。

	
	ﾊ.その他
	・特に無し
	
	
	



	５．出火危険防止（火災発生の恐れのあるものに限る。）

	
	種類
	集積又は設置方法
	管理の方法

	①
火
気
使
用
機
材
等

	・裸火が発生する機材は、使用しません。全て加工済みの建築材料を持ち込んで施工致します。

	


・改装工事区画内へは、持ち込みません。




	・裸火が発生する機材を使用する場合は、事前に施主及び消
防機関へ連絡を行い、使用目的・方法・時間帯・防火対策等について打ち合わせを実施します。



	② 危
険
物
等

	ｲ.危険物
・室内装飾のため塗料（可燃性液体）を使用します。

	・塗料使用期間は、○○月○○日～○○月○○日です。
・改装工事区画内へは、必要最小限の持ち込みとし、
　残った塗料は、毎日全て持ち帰ることとします。




	・塗料使用期間は、施工責任者が火気の使用禁止及び換気に注意し、防火対策の徹底管理を行います。





	
	ﾛ.可燃性工事用資材
・断熱材、建築資材の持ち込みはありますが、指定可燃物等の使用、持ち込みはありません。
	・該当無し



	・該当なし




	③機械器具等
	・使用する建築機材
　○○○
　○○○
　○○○
	・改装工事区画外での設置及び使用は行いません。



	・改装工事区画外に設置及び放置しないよう施工責任者が管理します。






	６．防火管理体制

	①
火
災
予
防
対
策
※
喫
煙
管
理
含
む
	ｲ.工事部分の対策及び組織
（工事部分の区画等含む）
	・改装工事区画内は火気の使用は禁止とします。
・喫煙は、施主から指定された場所又は屋外の指定場所で行い、施工責任者が吸い殻等の管理を行います。
・裸火の使用は禁止しますが、使用する場合は事前に施主及び消防機関へ連絡を行い、使用目的・方法・時間帯・防火対策等について打ち合わせを実施します。


	
	ﾛ.使用部分の対策及び組織
	・通常営業時の防火管理体制に従います。


	(2) 災害発生時の対策及び自衛消防組織
（緊急時の連絡網含む）

※　別紙に添付でも可
	　　　　事故発生現場責任者
電話

　　　　　　　　


　　施工責任者
氏名
電話
施設管理監督者
氏名
電話
〇〇消防署
１１９通報

　　　　　　


防火管理者
氏名
電話

　　下呂警察署
１１０通報



関係施工会社名
氏名
電話
関係施工会社名
氏名
電話
関係施工会社名
氏名
電話


　　 


	(3) 使用部分と工事部分の相互の連絡体制
	・改装建築物の消防計画等に基づいて、責任者及び防火管理者又は施設管理者等と、工事の進行状況・設計変更・当日の施工業者名・施工人数等
について　報告（打ち合わせ・連絡）を密にし、緊急時には自衛消防組織に基づいて迅速に対応いたします。


	(4) 教育・訓練の実施状況
	・毎日の施工開始前と施工終了時には、改装工事区画内の見回り点検を実施し、不備事項については早急に改善を行い、
全施工者に周知し火災予防に努めます。





image1.png




